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八丈島におけるギンタカハマの産卵期について

工藤真弘灘'・堤清樹鱸'・長沼広畿２

SpawningSeasonoftheTopShellTecrzJs〃加川ｓ
●

alongtheCoastofHachijOjimalsland
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Abstract

ThemannegastropodT2azＪｓ〃mlmMswidelydistributedinIzulslandsandithasbeenharvested

commercially・ThespawningperiodofTH〃mlmswasexaminedinHachijOjimalsland・Itwasestimatedby

theannualvariationofthegonadmaturityindex(ＧＩ).TherewasapeakofGIfromtheearlyJulytoearly

August,thoughthereisaslightdifferenceｂｙｙｅａｒ,AfterwardstheGIkeepsdecreasingaroundOctober・

Thisdecreasingperiodwasestimatedwiththespawningperiod・EspeciallyAugustandSeptemberappeared

tobethehighspawningseasoｎｂｅｃａｕｓｅｔｈｅｄecreasewasbig・Highwatertemperatureseemedtobean

inducementtospawning,sincethespawningperiodalmostagreedwiththetimeinwhichten-dayaverage
temperatureexceeded25｡．

ギンタカハマ（Tecms〃、、応）はニシキウズ科に

属する大型巻貝で，商品名を広瀬貝と称し，伊豆大島

から八丈島まで伊豆諸島に広く分布するが，特に八丈

島ではかっては貝ボタンの原料として，現在は食用と

して重要な磯根資源の一つとなっている。また，最近

では三宅島でも水揚げが記録されている')。ニシキウ

ズ科の巻貝にはギンタカハマの他にもサラサパテイ

(高瀬貝)，バテイラ，クポガイ類，キサゴ類等多くの

有用種が含まれるが，いずれもアワビ類，サザエに比

べて商品価値が乏しいことからその生態に関する知見

は十分とはいえない。東京都水産試験場八丈分場では

ギンタカハマの増殖を目的として種苗化に関する研究

や生態に関する調査を継続してきた。今回はこれまで

の調査結果から資源管理や種苗生産の基礎となるギン

タカハマの産卵期について検討したので報告する。

７～９月および1984年７～11月にかけて月に１回程度

の間隔でＳＱＵＢＡ潜水によってギンタカハマを採集し

た。このうち成貝と考えられる大型群（最小殻底径

63ｍｍ）を用いて，生殖腺熱度指数（ＧＩ）の変化を調

べ，産卵期を推定した。採集したギンタカハマは体重，

殻底径を測定後，万力などによって殻を破砕し，軟体

部を取り出してlo％海水ホルマリンで固定した。固定

した軟体部は胄盲のう直後を切断し（図１)，その断

面の短径と生殖腺部分の厚さをキャリパーで測定して

次式により生殖腺熟度指数を算出した｡2.3）

生殖腺熟度指数(ＧＩ）＝｛生殖腺部分の厚さ（L,)/断

面の短径（L)｝×100

また，性別は生殖腺の色彩によって判別した（雄は

白色，雌は緑色)。

結果

調査個体数と生殖腺熟度指数（ＧＩ）の平均値を表１

に示した。ギンタカハマは外見上雌雄の判別ができず，

調査回次によっては雌雄比が偏った場合もあったが，
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図１ギンタカハマの生殖腺熟度指数算定部位

月上旬に急激に減少した後，８月下旬には再び増加し

た。その後９月中旬にかけて再び大きく減少し，雌は

11月上旬まで緩やかに減少を続けたが，雄は10月中旬

まで減少し，１１月には増加した。

また，ＧＩの変化を旬別平均水温と比較すると，そ

の減少期は旬別平均水温が25℃を越える時期とほぼ一

致した。

全調査個数1,098個体のうち雄が557個体，雌が522個

体，雌雄不明19個体で，雌雄比はほぼ１：１であった。

ＧＩの平均値と沿岸定置水温の旬平均の変化を図２

に示した。1980年は雌雄とも８月上旬にＧＩのピーク

が見られ，８月下旬にはやや減少するが，雄では９月

上旬に再び増加し，雌も９月上旬まで高いレベルを保っ

た。雌雄とも９月上旬から下旬および10月上旬にかけ

て大きく減少し，その後さらに減少を続けて12月で最

低となった。

1981年は雌雄とも７月上旬がＧＩのピークとなり，７

月中旬にかけて急激に減少し，その後９月上旬まで減

少を続けた。

1982年は雌のＧＩは７月上旬，雄は７月中旬がピー

クとなり，１０月中旬まで急激に減少したが，雄は11月

中旬にかけて増加した。

1983年のＧＩは雌雄とも７月から８月下旬まで減少

し，雄は８月下旬から９月中旬にかけてやや増加した。

1984年は雌雄とも７月下旬がＧＩのピークとなり，８

考察

生殖腺熟度指数（ＧＩ）のピークは年によって多少

の違いはあるが７月上旬から８月上旬にあり，その後

10月頃まで減少を続ける。ＧＩの減少は生殖素の放出

によるものと考えられ，この減少期間が産卵期と推定

されるが，特に減少の大きい８月，９月が産卵盛期と

推察された。また，産卵期は旬平均水温が25℃を越え

る時期とほぼ一致し，高水温が産卵の誘因の一つになっ

ているものと考えられる。

バテイヂ)やサザエ4)では産卵期中に成熟度指数の
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表１ギンタカハマの生殖腺熱度指数（ＧＩ）と調査個体数

個体数（個） 平均生殖腺熱度指数(GI）

調査年月日 雄 雌 不明計雄 雌

1980年７月28曰

８月８日

８月23曰

９月８曰

９月26曰

10月６曰

11月20曰

12月11曰

1981年１月29曰

３月18曰

４月15曰

５月28曰

６月２曰

７月１曰

７月18日

８月29曰

９月８日

18(72.9±802）

17(69.8±4.67）

17(68.6±4.34）

27(74.6±5.73）

29(69.5±3.03）

21(68.4±4.36）

22(69.9±3.09）

18(70.8±3.13）

15(70.2±4.24）

26(69.4±3.47）

24(75.5±4.51）

21(77.0±5.78）

12(69.7±4.03）

８(７４１±6.00）

13(79.4±3.80）

14(72.9±4.25）

８(69.6±3.97）

10(75.8±7.38）

32(69.5±3.21）

19(71.0±515）

13(77.8±5.41）

18(70.4±3.87）

26(70.5±3.79）

15(70.6±4.96）

20(69.4±294）

６(71.9±3.59）

19(68.0±3.98）

25(75.1±3.51）

16(79.1±3.90）

22(69.4±3.33）

11(73.9±6.40）

20(78.2±4.02）

13(79.8±5.22）

９(71.8±4.03）
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１０月16曰

１１月13曰
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７(71.7±3.90）

15(68.8±2.28）

17(72.0±3.88）
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８(69.7士3.03）

13(７２３±4.50）
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6(79.0±2.36）

9(87.5±1.82）

7(79.0±3.30）

6(76.4±２９７）

7(76.6±5.15）

9(79.6±4.00）

6(78.2±4.62）

1984年７月２曰

７月20曰

８月７曰

８月25曰

９月１１曰

１０月11曰

１１月５曰

（）内は平均殻底径(m､)±標準偏差

－１７－



切
水
温

Ｉ
。
０
０

３
２
１

6０

釦
⑭
釦
、
、

、
ｊ

生
殖
腺
熟
度
指
数
ｑ
〃
し

おう

'１

０

７８９１０１１１２１２３４５６７８9

1980年 1981年（月）

（℃）

１１：
シｗ2号9二泊

ｊ

生
殖
腺
熟
度
指
数
ｑ
く

5０

、4０

趣/Ｉ3０

前8-ヨウ

「
１
Ｊ ユ宅2０

凶！
1０

０

５６７８９１０１１７８９７8

1982年 1983年1984年

図２ギンタカハマの生殖腺熱度指数（ＧＩ）の推移
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２回のピークがみられることがあり，産卵盛期は２回

に分かれると予想されている。今回の調査結果では

1980年と1984年に同様の傾向がみられた。また，１９８２

年には産卵期の途中にＧＩのバラツキの小さくなる傾

向がみられ，産卵盛期がその前後に分かれていた可能

性が示唆される。しかし，1981年と1983年は一定の傾

向が認められず，産卵盛期の２分化の有無は年によっ

て異なるようである。

ギンタカハマと同じく八丈島に生`皀する原始腹足類

のフクトコブシでは９月下旬から産卵が行われ，盛期

は1o月上旬～下旬で11月に入ると雌雄判別率は急激に

低下する（lo％前後）とされている。,)ギンタカハマ

はこれに比べると産卵期は比較的長く，また産卵期後

でもほとんどの個体で雌雄の判別が可能であり，フク

トコブシとは産卵様式が異なるものと考えられる。サ

ザエではこの産卵期の長期化は個体差によるものでは

なく，同一個体が産卵期内に成熟と産卵を繰り返すこ

とによるとされている｡の近縁種のサラサバテイでは

産卵期は６月上旬から11月上旬と推定されるが，一年

中成熟卵が観察されており,`）ギンタカハマについて

も同一個体の多回産卵の有無等について更に詳しく成

熟，産卵様式を調べる必要があろう。

要約

１）伊豆諸島に広く分布し，重要な水産資源である

ギンタカハマの産卵期について調べた。

Ｚ）産卵期は生殖腺熟度指数の年変化によって推定

した。

３）生殖腺熟度指数のピークは年によって多少の違

いはあるが，７月上旬から８月上旬にあり，その後1０
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月頃まで減少を続けた。この減少期間が産卵期と推定

されるが，特に減少の大きい８月，９月が産卵盛期と

推察された。

４）産卵期は旬平均水温が25℃を越える時期とほぼ

一致し，高水温が産卵の誘因の一つになっているもの

と考えられた。
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